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Rコマンダーを用いた統計解析
（9）

担当　繁桝　算男　教授

アシスタント　森　一将
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今日の演習事項

• t検定
– 1標本のt検定

•両側検定
•片側検定
•実習
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検定の基本的考え方

母集団 標本

無作為抽出

帰無仮説
(確率モデル)

仮定（設定)

対立仮説
(モデル)

仮説検定

•帰無仮説(確率モデル）
の元では実際のデータの
値が極端なものである
•そのような値が生じるの
はまれである

棄却

-4-

2009年7月20日

心理学演習資料

帰無仮説と対立仮説

対立仮説

帰無仮説

本来主張したい内容とは逆
の仮説（確率モデル）

本来主張したい仮説
（確率モデル）

仮説検定
○帰無仮説を棄却
　 （対立仮説を採択）

×帰無仮説を保持

•帰無仮説(確率モデル）
の元では実際のデータの
値が極端なものである
•そのような値が生じるの
はまれである
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有意水準と棄却域

棄却域 棄却域

棄却域＝「極端な値」
有意水準＝「まれにしか生じない」確率

有意水準
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データ概要

• 睡眠薬の効果
–別の被験者に異なる2種類(薬１(効き目弱い）、
薬2(効き目強い））の睡眠薬を投与した場合の
睡眠時間

– Excelのデータシートからの取得
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おさらい

• Excelからのデータ取得
• グループごとの平均値の表示
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検討すべきこと

• 2つの薬の効き目に差があるといってよい
か？

• 検定を用いてどう判断するか？
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t検定

• 母集団の特性＝母平均についての判断を行うた
めの検定

①1つの群(グループ）において
母平均＝（ある値）であるかどうか

⇒1標本のt検定
②2つの群(グループ）間の母平均が同じである
かどうか

　 ⇒2標本のｔ検定(次回）
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1標本のt検定

• 「効き目の強い」薬2は少しでも効いている
のか？

• 薬を飲むことにより本当に眠れているのか？
• 薬2を飲んだ群2においての睡眠時間に関
する検定
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統計的仮説検定

1.帰無仮説、対立仮説を設定
2.統計的仮説検定に用いられる標本統計量を
選択

3.棄却域、有意水準（判断の基準になる確率の
しきい値）の設定

4.実際のデータから標本統計量を計算
5検定統計量の値が…
–棄却域の値なら、帰無仮説を棄却（対立仮説
を採択）する。

– そうでなければ、帰無仮説を保持する。
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1.帰無仮説、対立仮説を設定

• 少しでも効き目がある＝睡眠時間の母平均が0
でないことを示したい。

• 帰無仮説：本来主張したい内容とは逆のもの

「睡眠時間の母平均は0である」

• 対立仮説：本来主張したい内容

「睡眠時間の母平均は0でない」
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2.統計的仮説検定に用いられる標本統計量
を選択

• t統計量を持ちいる

n
S

xt
n

µ−
=

標本平均：2.330

標本(不偏）分散：4.009
√データ数：√10

帰無仮説の母平均：0
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3.棄却域、有意水準（判断の基準になる確率
のしきい値）の設定-両側検定

• よく用いられる有意水準：5％
• 両側検定

– (群2の本当の母平均)≠０　であれば
–①(群2の本当の母平均)＜０　でも
–②(群2の本当の母平均)＞０　でも
どちらでもよい
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4.実際のデータから標本統計量を計算

• 「統計量」⇒「平均」⇒「1標本t検定」

両側検定の場合

片側検定の場合
信頼区間
＝1-有意水準
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4.実際のデータから標本統計量を計算

•計算されたt統計量の値＝3.6799
•自由度9のt分布(確率モデル＝帰無仮説）の当てはめ
•p値：当てはめたモデルで観察データの値(3.6799)よりも
　　　大きな値が出る確率＝0.005076 確率密度関数

「両側検定」

(群2の本当の母平均)≠０
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5検定統計量の値が…（訂正）
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•帰無仮説(確率モデル）
の元では実際のデータの
値が極端なものである
•そのような値が生じるの
はまれである

帰無仮説は正しくない
（棄却する）
⇒対立仮説が正しい

3.6799

⇒
0.002538

2.2622-2.2622

→
0.025

←
0.025

両側検定
合わせて5％
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結論

• 仮説検定により有意差が見られた

• 帰無仮説：本来主張したい内容とは逆のもの

×「睡眠時間の母平均は0である」

• 対立仮説：本来主張したい内容

○「睡眠時間の母平均は0でない」
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3-2.棄却域、有意水準（判断の基準になる確
率のしきい値）の設定-片側検定

• よく用いられる有意水準：5％
• 両側検定

– (群2の本当の母平均)≠０　であれば
–①群2の本当の母平均)＜０　でも
–②(群2の本当の母平均)＞０　でも
どちらでもよい

→薬2を飲んだことによる睡眠時間がマイナ
スになる（かえって目がさえる）ことはあり
えないということが分かっていたとき

①はかんがえなくてよい
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3-2.棄却域、有意水準（判断の基準になる確
率のしきい値）の設定-片側検定

• この場合の検定＝片側検定

• 片側検定（の対立仮説）
–②(群2の本当の母平均)＞０　である
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4.実際のデータから標本統計量を計算

• 「統計量」⇒「平均」⇒「1標本t検定」

両側検定の場合

片側検定の場合
信頼区間
＝1-有意水準
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4.実際のデータから標本統計量を計算(追加）

•計算されたt統計量の値＝3.6799
•自由度9のt分布(確率モデル＝帰無仮説）の当てはめ
•p値：当てはめたモデルで観察データの値(3.6799)よりも
　　　大きな値が出る確率＝0.002538 確率密度関数

「片側検定」

(群2の本当の母平均)＞０
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5検定統計量の値が…(追加）

•帰無仮説(確率モデル）
の元では実際のデータの
値が極端なものである
•そのような値が生じるの
はまれである

帰無仮説は正しくない
（棄却する）
⇒対立仮説が正しい

3.6799

⇒
0.002538

→
0.05

片側検定
片方で5％

1.7175

片側検定＝「極端な値」の設定の仕方が違う

こちら側
５％の中
に入れな
い
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両側検定と片側検定

• 異なるのは対立仮説と「極端な値」の判断
の仕方のみ
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①（群2の本当の母平均)＜０ ②（群2の本当の母平均)＞０

①＋②＝(群2の本当の母平均)≠０　


